
 

令和○○年度道徳教育全体計画（例） 

○○立○○中学校 

 

１年 ２年 ３年 

礼儀・あいさつの意義を理解し、明るい生活を築

こうとする態度を育て、相手の支えとなる真の友情

を育てようとする心情を養う。 

自他の生命を尊重し、他に流されず全力を尽くそ

うとする強い意志や集団の中で自分を生かし、集団 

の資質を向上させようとする態度を育てる。 

他に対して思いやりの心を表現しようとする態

度を育て、道徳的諸価値基づいた人間としての生き

る喜びを深めようとする心情を養う。 

 

各教科の指導目標の達成を目ざす中で、道徳教育との関連を踏まえ、道徳的

心情を豊かにし、道徳的判断力を養い、道徳性に関わる実践的態度を養う。 

 

国語 
伝え合う力を高め、言語感覚を豊かにすることで、相手の立場や考え

を尊重し感性や情操を豊かにし、望ましい人間関係をつくる力を養う。 

社会 

社会に対する関心を高め、民主的・平和的な国家社会の一員として責

任のある行動が取れるための公的資質を養うことで、人間としての生き

方への自覚を深める。 

数学 

事象を数理的に考察する能力を高め、数学的な見方や考え方のよさを

知り、それらを進んで活用する態度を育てることで筋道立てて考える能

力を培い、道徳的判断力を養う。 

理科 

自然に対する関心を高めるとともに自然への理解を深め、自然を大切

にする心を育み、科学的に調べる能力や態度、科学的な見方や考え方を

養うことで道徳的判断力を養う。 

音楽 
音楽を愛好する心情や音楽に対する感性を豊かにし、美しいものや崇

高なものを尊重する心を育み、豊かな情操を養う。 

美術 
創造活動の喜びを愛好する心を育てることで、心豊かな生活を創造し

ていく意欲や態度、豊かな情操を養う。 

技術・ 

家庭 

進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てることで自

分の生き方を考え、生活をよりよくしようする自覚を深める。また、家

庭や家族について理解し、家族関係をよりよくしようとする態度を養

う。また、情報モラルに対する意識を高め社会を形成する一員であるこ

とを自覚させる。 

保健

体育 

健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図ることで明

るく豊かな生活を営む態度を育てる。競争や協同の経験を通して人間関

係の在り方を学び集団の一員としての役割や責任を果たすことの重要

性を考え身に付ける。 

外国語 

言語や文化に対する理解を深めることで世界の中の日本人としての

自覚をもち、国際的視野と国際社会で生きる能力を養い実践的コミュニ

ケーション能力を育成することで豊かな人間関係を築く力を培う。 

例）生命に対する畏敬の念、他

者を思いやる心、豊かな感

性を育み、たくましく生き

る力の基盤となる道徳性の

育成を目指す。 

例）ふるさとを愛し、自他を大

切にし、共によりよく生き

ようとする態度を育てる。 

「学び合い 支え合い 高め合う生徒」 

○ 主体的に粘り強く課題や問題を解決する生徒 

○ お互いを認め合い、思いやりのある生徒 

○ 自他の生命や健康を大切にしようとする生徒 

○ 人や社会に積極的に関わろうとする生徒 

○ 地域や学校を大切にし、外国などの異文化を大切にする生徒 

学校教育目標 
日本国憲法  教育基本法  

 

学習指導要領   

 

千葉県道徳教育の主題 

「『いのち』のつながりと輝き～大切

なあなた、大切なみんな、大切な自然

と地球、そして大切なわたし～」 

 
○○市教育ビジョン 

 

生徒の実態 

保護者の願い 

教職員の願い 

地域の願い 

道徳教育の目標 

・「千葉県道徳教育の指導の指針」に基づき、道徳教育の充実を図る。 

・心に響く道徳授業の展開や多様な体験活動を通し、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う。 

内容 A 自己を見つめより高い目標を設定し、希望と勇気をもってその達成を目指し努力しようとする生徒の育成 

内容 B 思いやりと感謝の気持ちをもち人間愛の精神を深め、互いに励まし合い高め合おうとする生徒の育成 

内容 C 伝統と文化を尊重するとともに遵法精神と勤労を尊び、よりよい社会の実現に努めようとする生徒の育成 

内容 D 生命の連続性や有限性を理解し尊重し、人間として生きることに喜びを見出す生徒の育成 

  

道徳教育の重点目標 

学年別目標 

各教科における道徳教育 

○道徳教育の要として、全

教育活動における 道徳

教育と密接な関連を図り

ながら、計画的、発展的

に指導する。 

○生徒が道徳的諸価値の 

理解に基づき、自己を見

つめ、物事を広い視野 

から多面的・多角的に 

考え、人間としての生き

方について考え、深める

学習を通して、道徳的 

判断力、心情、実践意欲、

態度を育成する。 

○言語活動を充実させ、 

「考え、議論する道徳」

への授業改善を図る。 

○「私たちの道徳」を活用 

する。 

○「千葉県道徳教育推進の

ための基本的な方針」で

示された内容を踏まえた

学習を行う。 

○県独自の映像教材の活用 

を積極的に図る。 

道徳科の  

指導方針 

自ら課題を見付け解決していく過程で自己の生き方

を探求する態度を育て、職場体験などの体験活動で自

己を見つめ、相手を尊重する心を育てる。また、情報

モラルを理解させ社会参画の心構えを養う。 

 

学級活動 ・望ましい集団生活や人間関係を築く自主

的活動の在り方を自覚させる。 

     ・将来の生き方と進路に関する学習（キャ

リア教育）を行い、なりたい自分を意識

する。 

生徒会活動・異年齢集団による自発的、自治的な活動

を一層活発に展開することで道徳的実践

力を高め、道徳的成長の場とする。 

学校行事 ・ボランティア活動などの社会参加や自然

体験、幼児・高年齢・障がいのある人々

とふれあう活動等に積極的に参加するこ

とで思いやりの心や奉仕精神などの道徳

的心情や実践力を育てる。 

 生徒の個性や実態を把握し、共通理解を図り人間と

しての生き方の基盤づくりをする。 

特別活動における道徳教育 

総合的な学習における道徳教育 

生徒指導における道徳教育 

・小学校での基礎的な道徳性の育成の上に、中学

校での道徳教育の実践を積み重ね、人間の生き

方、在り方を考えさせる高等学校での道徳教育

へつなげる。 

・生徒一人ひとりが自ら学ぶことに意欲がもてる

ような教育環境をつくるとともに、言語環境の

充実を図り、豊かな情操を養う。 

・授業参観や懇談会、学校開放日を通じ、教育方

針を理解してもらうとともに意見をくみ上げ、

よりよい教育活動を展開する。 

・各種便り、ホームページにより道徳教育の情報

提供を計画的に行う。 

・青少年健全育成機関等との連携を図る。 

小学校、高等学校とのつながり 学年･学級の環境 

家庭･地域との連携 

中学校の取組 
 

 〇〇小学校との連携 

 〇〇高等学校との連携 



国語・英語 社会 数学・理科 音楽・美術 保健体育 技術・家庭 特別活動・行事等

内容 教材名
総合的な学習の時間

自主　自律　自由と責任 ４月　はやぶさプロジェクト
１２月　歴：自由民権運
動の高まり

バレーボール
７月　家：わたしたちの衣
生活

４月　特活：対面式

節度　節制
体育：身体ほぐし運動：
集団行動

４月　家：わたしたちの衣
生活

４.９.１月　あいさつ運動

向上心　個性の伸長
７月　国：本の世界を広
げよう～ゼブラ

1月　近代文化の形成 美：自分を見つめて
５月　家：わたしたちの衣
生活

希望と勇気　克己と強い意
志

２月小さな勇気こそ ６月　数：連立方程式 長距離走

真理の探究　創造 ３月　夢にかける橋（千）
４月　歴：「近代革命の
時代」

１１月　理：物質の成り
立ち
数：三角形と四角形

長距離走

思いやり　感謝 １０月　心をつなぐバス 体育：バレーボール
３月　家：わたしたちの成
長と家族

４月　いじめ防止キャン
ペーン

礼儀 ９月　「いき」な江戸しぐさ
９月　英：Homestay in
the United States

武道：剣道

友情　信頼 ７月　いつのまに・・・（千）
９月　技：材料の切断、
組み立てよう

９月　特活：体育祭
１０月　文化祭

相互理解 ６月　恋する涙
９月　技：材料の切断、
組み立てよう

遵法精神　公徳心 １２月　自分、相手、周りの人
１１月　英：A park or a
parking Area

５月　歴：近代的な国際
関係

４月　理：電流、１２月

化学変化と物質の質量

体育：身体ほぐし　集団

行動  保健：健康と環境

１１月　家：消費生活と環
境

公正　公平　社会正義
１月　○○市人権公民ノートコ
ラム（自）

１月　国：走れメロス 　
６.１２月　特活：人権集
会

社会参画　公共の精神 １０月　約束って何？
１２月　国：補助犬ととも
に
３月　英：Can Anyone

１１月　生徒会選挙

勤労
１１月　ディズニーそうじの神
様が教えてくれたこと

５月　歴：産業革命とそ
の影響

６月　地域清掃ボラン
ティア活動

家族愛　家族生活の充実 ２月　忘れられぬ一言
９月　国：盆土産、字の
ないはがき

２月　家：わたしたちの成
長と家族

５月　総合：職場体験を
通して

よりよい学校生活
集団生活の充実

７月　できること、できないこ
と、そして接し方

１０月　音：学級合唱曲
ダンス　ソーラン節　よさ
こいソーラン

９月　特活：体育祭
１０月　文化祭

郷土の伝統と文化の尊重
郷土を愛する態度

６月　祭りの夜
１２月　歴：近代化産業
遺産から

保健：健康と環境 ２月　語る会

我が国の伝統と文化の尊重
国を愛する態度

３月　包む
１１月　音：日本歌曲
美：紋を切る

ダンス　ソーラン節　よさ
こいソーラン

１０月　家：よりよい食生
活

５月　修学旅行

国際理解　国際貢献 １月　心の国境を越えたい
５月　英：Emi goes
Abroad

６月　地：世界から見た
日本の姿

２月　理：日本の気象
１０月　特活：文化祭
特活：エコキャップ運動

生命の尊さ １２月　最後のパートナー ９月　国：無言館の青春
９月　理：動物の体のつ
くりと働き

１月　家：わたしたちの成
長と家族

自然愛護 ６月　樹齢７千年の杉
５月　英：Emi goes
Abroad

１０月　地：環境保全の
視点かから近畿地方を
調べる

１０月　理：生物の変遷
と進化

１２月　家：消費生活と環
境

７月　林間学校

感動　畏敬の念 １１月　夜のくだもの屋
２～３月　歴：高度経済
成長のなかの日本

よりよく生きる喜び ９月　足袋の季節
１月　歴：よりよい未来に
向けて

５月　音：交響曲第５番
「運命」

D
自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の

か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と

道徳の時間

全体計画・別葉（例）　【道徳教育と各教科・領域等との関連　中学校　（第２学年）】　（千）：「千葉県道徳教育映像教材」　（自）：自作資料

C
集
団
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と

　　※縦軸を道徳教育の内容項目、横軸を教科・領域等で整理し、各内容に時期を加える方法でまとめた例

A
自
分
自
身
に

 
 

関
す
る
こ
と

B
他
の
人
と
の

 
か
か
わ
り
に

 
関
す
る
こ
と

す べ て の 内 容 項 目 が 指 導 で き
る よ う 「 教 科 書 」 「 私 た ち の 道
徳 」 「 千 葉 県 道 徳 教 育 映 像 教
材 」 を 計 画 的 に 配 置 す る 。
※内 容 項 目 の タ イ ト ル だ け で
な く 、 指 導 要 領 解 説 の 内 容 項
目 の 指 導 の 要 点 も 考 慮 し 教 材
を 選 定 す る 。

○全体計画別葉には、各教科等と道徳教育との関連を記
載する。無理にすべての単元名、教材名を当てはめるので
はなく、各学校や生徒の実態に応じて重点化を図り、具体
的な見通しの持てる計画を作成する。作成後は、実施の有
無や追加・修正などを記載できるよう職員室に掲示するな
どして活用を図る。
○この形式はあくまで一例。各学校で作成されている別葉
を見直し修正が必要な場合は修正する。

＊別葉のない学校は作成する。



登場人物への自我関与が中心の授業例 

中学校 指導案 

（１）主題名   

   「支え合う喜び」（周りの人との信頼関係を築く） 

       家族への感謝と思いやり Ｃ 家族愛 

（２）教材名 「お母さんのお母さん」（出典「千葉県道徳教育映像資料」千葉県教育委員会） 

（３）「考え，議論する道徳の授業」としての工夫 

      効果的に資料映像を視聴するために課題について共通理解を行った後，適宜ワークシートを用

い，自分の考えを表現する。この過程を通じてさらに自己を見つめ，日頃の生活を見つめ直すこ

とができるようにする。またペアトークや班での話し合いを通じて意見を交換し，自分とは異な

る意見と接することによって自己の考えを客観化し，それぞれの道徳的思考力を高める。 

      指導に当たっては，父母・祖父母を敬愛するとともに，家族一人一人の存在のありがたさを確 

   認し，家族全員の幸福を追求するために何をすべきか考え直す機会を与える。 

     授業では，主人公大輝の心情に共感しながら，家族を疎んじがちな自分たちの姿を客観的に理 

   解するともに，祖母の言動に注目させ，子を思いやる母の気持ちに気付かせたい。 

（４）主題設定の理由 

     本時の主題は，「『支え合う喜び』－家族や周りの支えに感謝し豊かな人間関係を築く」を受

けて設定した。我々にとって家庭とは，日々の活動への英気を養う安らぎの場であると同時に，

望ましい生活習慣を身に付け，他者への思いやりの心を育むなど，社会生活を営むための基盤づ

くりを行う教育の場でもある。しかし現在の日本は少子高齢化や核家族化が進行し，大勢で協力

し合いながら１つのことをなしとげたり，苦労を分かち合いながら望ましい人間関係の在り方に

ついて学んだりする機会が乏しくなっている。 

     また中学校の段階は，自分の意思や判断で人生を切り開きたいという欲求が強まる頃である。 

   この欲求は発達段階として正当なものだが，自らを教え導く父母や祖父母の言動を煩わしく感じ 

   たり，家族らの思いを無視して衝動的に自分勝手な行動を取ってしまうことも少なくない。 

     互いを慈むことで家族は成り立っていることに気づかせ，家族のために自分には何ができ   

るのかを考え、よりよい人間関係を築こうとする態度を育成するため本主題を設定した。 

（５）ねらい 

      中学１年生の主人公大輝は，母の交通事故をきっかけに，家族の絆や母の子に対する思い   

の深さに気づいていく。その主人公の姿に共感する過程を通じて，父母や祖父母の願いや愛情の 

   深さを理解し，家族に対する感謝や敬愛の念を深め，家族を大切にしようとする道徳的実践意欲 

   と態度を育てる。 

（６）評価の場面と方法 

     ①展開場面でグループの仲間と，意見を伝えたり，聴いたりしている様子から評価する。 

     ②振り返りの場面で，ワークシートや発言から評価する。 

      ※記述することに抵抗のある生徒への対応として，ワークシートは記述する場面だけでなく，

本時を振り返り，自分に合うものを選んで〇をつける部分を用意した。 

     ≪学習状況について≫ 

     ・話し合いを通して多様な考えに触れ，主人公の家族に対する思いについて，自分の考えを明 

   らかにしたか。 

     ≪成長の様子について≫ 

     ・家族の在り方について多面的・多角的に捉え，家族の一員としての自覚が持てたか。 



（７）展開 

 

過程 

 

学習活動と主な発問 

 

予想される生徒の反応 

 

支援及び指導上の留意点・評価(★) 

導 入

（５分） 

 

 

 

 

 

１ これまでの自分の体

験について話し合う。 

〇 あなたにとって家

族とは，どんなものだ

ろうか。 

 

 

・誕生日にプレゼントをもら 

ってうれしかった。 

・部活の大会の時に応援に来 

てくれた。 

・何かというと「勉強をしろ」 

と言うので，少しうざった 

い。 

・家族との関わりでうれしかっ 

た体験を出し合い，授業に向 

けての意識付けを行う。 

・家族形態が多様化しているこ 

とに配慮して指名計画を立て 

る。 

 

展開 

前段 
(35 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＤＶＤの前半（大輝

が病室に駆けつける

まで）を視聴する。 

 

 

 

 

３ ＤＶＤの前半につい

て話し合いを行う。 

〇 病室に向かう途中，

大輝が考えたことは

どんなことだろうか。 

 

 

 

 

 

 

４  ＤＶＤの後半（病室 

での会話から結末ま

で)を視聴する。 

 

 

 

 

 

・自分も前ほど親と話をしな 

くなった気がする。 

・大輝のお母さんはこの後，ど

うなってしまうのだろう。 

 

 

 

・もうお母さんと話ができな 

いかもしれない。 

・お母さん，どうか死なない 

で。 

・僕はどうして今朝，お母さ 

んの話にろくに返事もしな

かったんだろう。 

・お母さんにもしものことが 

あったら，今朝のことを謝 

ることもできなくなってし

まう。 

・お母さんのけががたいした 

ことがなくて，本当によか 

った。 

・おばあさんが九州からこん 

なに早く駆けつけるなんて

すごい。 

 

 

・登場人物の拡大写真と名前カ 

ードを掲示し，大輝の気持ち 

の移り変わりに注目するよう 

指示する。 

・母の身の上を心配する主人公 

の思いに共感させながら視聴

させる。 

・回想シーンでの親子の会話の 

シーンに注目するよう助言す 

る。大輝の無愛想な態度が特 

別なものではなく，生徒たち 

の日常生活においてもありう 

ることに気付かせる。 

・母が大輝を思う気持ちや，大 

輝が母を心配する気持ちに共 

感させたい。 

 

 

・病室に着いた瞬間の大輝・父

・陽菜の様子から，それぞれが 

 母の命を真剣に心配していた 

 ことに注目させる。 

・飛行機の搭乗経験について質 

問し，わずか半日で九州から 

駆けつけた祖母の思いに注 

目させる。 

 

 

展開 

後段 
(10 分) 

 

５ ＤＶＤの後半につ

いて話し合いを行う。 

 

 

＜中心発問＞ 

◎ 事故の前と後で，家 

・お母さんが死ななくて本当 

に良かったと思ったから。 

・おばあちゃんがお母さんを 

守り，お父さんとお母さん 

が大輝たちを一生懸命守っ

てきたから，今の家族がある

・「おばあちゃんは，あなたた 

ちのお母さんのお母さんなの 

よ」「いくつになっても大切 

な子供よ」という祖母の言葉 

に注目させ，そこから何を感 

じたか話し合わせる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を出るときの大輝の表 

情が変わったのはなぜ 

だろうか。 

 

 

 

 

 

 

ことに気づいたから。 

・家族がみな元気でいること 

は，決して当たり前ではな 

いとわかったから。 

・ケガをしても家族のことを 

心配していたお母さんの優

しさが分かったから。 

 

 

・最後のシーンで大輝が母に見 

せた微笑を振り返り，事故前 

と比べて，何が大輝を変容さ 

せたのかを考えさせる。 

★話し合いを通して多様な考え 

に触れ，主人公の家族に対す 

る思いについて，自分の考え 

を明らかにしたか。 

(話し合い・発表) 

終末 
(10 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の活動を振り

返り，授業の感想を書

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・普段から家族と過ごす時間 

を当たり前と思わず，大切 

にしなくてはいけない。 

・家族を支えているのは，家 

族一人一人がお互いを思い

やる気持ちだ。 

・家族がいるから，今の自分 

がいる。 

・自分の命や家族の命を，大 

切にしていかなければいけ

ない。 

○机間指導をして感想の代表例 

を他の生徒に紹介し，価値の 

一般化を図る。 

★家族の在り方について多面的 

・多角的に捉え，家族の一員 

としての自覚が持てたか。 

(発表・ワークシート) 

 

 

 

 

（８）他の教育活動との関連  

    ・特別活動の「思いやりの気持ちを育てよう」では，クラスの仲間と，建設的なコミュニケーシ 

   ョンをとる方法について学ぶ。 

・あらゆる教科の話し合い活動を通じて，友だちの話を傾聴し，それを踏まえた上で自分の考え

を主張する習慣を身に付ける。 

  ・技術・家庭の学習を通じて，望ましい家庭の在り方について自己の考えを深め，理想とする家

庭の在り方について具体的なイメージをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（９）ワークシート 
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         　　　体験的な学習を取り入れた授業例

　　　　　　　　　　　　中学校　指導案 

 

（１）主題名 

       「支え合う喜び」（広い範囲の友達とのつながりを喜ぶ） 

        友達の気持ちを考えて　B思いやり・感謝 

（２）教材名  「手のひらの小さな世界」（出典「千葉県道徳教育映像教材」千葉県教育委員会） 

（３）「体験的な学習を取り入れた道徳」の授業としての工夫 

     道徳的行為に関する体験的な学習として，役割演技により，自分で直接感じ取り，実感を持っ

　   て理解するという効果が期待される。登場人物になりきること，また，演じっぱなしにならない

　   工夫が必要である。

（４）主題設定の理由 

　　 本教材は千葉県道徳教育の指針「『支え合う喜び』－  思いやりの心をもち行動する」をテーマ

　  とし，現代的な課題である情報モラル意識の高揚に留意して作成されたものである。 

　　  一般的に中学生の時期は，互いに心を許しあえる友人を真剣に求めるようになる。しかし，近

　  年の情報通信機器の発達と普及は若者同士のコミュニケーションの在り方に大きな変化をもたら

　  し，新たな教育上の課題を生み出した。本来，携帯電話やスマートフォンは，手紙や電報と同様

　  の「人と人の心がつながるためのツール」である。そのように考えると，本質的な情報モラル教

　  育とは情報通信機器の向こう側に生身の人間がいることを忘れない想像力を鍛えることであり， 

　  学習指導要領の内容項目にあるように「思いやりの心をもって人と接する」態度を養うことであ 

   る。 

　    主題に迫るための工夫として，生徒自身が問題を発見し，少人数グループでの役割演技により 

　  多様な考え方に触れることができるようにする。そして，学習の振り返りを習慣づけ（評価），  

   自分の成長を実感できるようにする。 

（５）ねらい　 

　　  主人公結衣の行動から，人と人の心がつながっていくためには，相手の立場や気持ちに対する

　  配慮が大切であることを理解するとともに，役割演技を通して，情報通信機器の向こう側に生身  

   の人間がいることを想像しながら使用し，周囲とのよりよい関係を築いていこうとする意欲を育

　  てる。 

（６）評価の場面と方法 

　　  ①展開場面で，役割演技をしたり，他班の演技を見たりしている様子から評価する。 

　　  ②学習のまとめの場面で，ワークシートや発言から評価する。 

　　  ＊記述することに抵抗のある生徒への対応として，ワークシートは記述する部分だけでなく本

　　　  時を振り返り，自分に合うものを選んで丸を付ける部分を用意した。 

　　≪学習状況について≫ 

　　　・役割演技を通して，友達の気持ちを考えて行動することのよさや大切さに気付いたか。 

　　≪成長の様子について≫ 

　　　・グループや全体での話し合いを通して，多面的・多角的な見方へ発展しているか。 
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（７）展開

過程  学習活動と主な発問  予想される生徒の反応  支援及び指導上の留意点・評価（★）

 導入 １　大切な思いを友達 ・大事な事は直接伝えた ・コミュニケーションのツールは複

（ 5 分 ） 　に伝えるには，どん 　い。 　数あり，相手を思いやって適切に

 　な方法で伝えますか ・返答しづらい内容の場 　選択する必要があることに気付か

 ①合って直接言う。 　合は直接会って話をし 　せる。

  ②電話 　たくない。

③メールや SNS ・メールや SNS の方が

  ④手紙 　楽である。

⑤その他　 ・手紙だと暖かみがあ　

　る。

 展開 ２　 DVD を視聴する ・登場人物の静止画を掲示し，人物

　(40 分） 　前に主な登場人物を 　設定について簡単に説明する。 

 　紹介し，観点を確認 ・結衣の言動に視点を当てて視聴さ

 　する。 　せる。

 ３　DVD を視聴する。  ・結衣の言動に視点を当てて視聴さ

     （11 分 30    秒） 　せる。

   ・静止画の下にネームプレートを貼

  ４　＜補助発問＞ A.  アプリでメッセージの 　り意見を発表させる。

 　　結衣はどうして仲 　やりとりを繰り返す場 ・結衣の身勝手な言動に対する後悔

  　の良い香織と気まず 　面 　の気持ちを通して，情報モラルに

 　くなってしまったの B.  隠し撮りした画像を無 　も配慮し指導を行う。

   　だろう。　 　断でアップロードした ・発表にとどまらず，本時のねらい

   　場面 　に迫る話し合いとなるよう，補助

  C.結衣が教室で怒った場 　発問を工夫する。

   　面

  D.『香織ムカつく』とメ

  　ッセージを投稿する場

   　面

E.  駅前で盗み聞きする場

 面

     　＜中心発問＞ 〇どんな方法で ・役割演技の設定を生徒にはっきり

５◎この後，結衣は香 ・直接会って言う 　と示す。（即興性を重視するため） 

 　織にどんな方法で， ・電話で言う ・議論隊形は４人から６人組で学級

  　どんな言葉をかける ・電子メールで送る 　活動とも関連づける。

  　のだろう。役割演技 ・手紙で送る ・自分の考えをまとめるため，ワー

   で表現してみよう。 ・友に言ってもらう 　クシートにセリフを書き，最善の

 （班ごとに方法をその場 　演技を短時間で考える。

 　で即興で演じる） ・結衣役香織役の生徒に役になりき

〇どんな言葉を 　って話すよう留意させる。 

・香織の気持ちを考えて ・役になりきるためにお面やスマー

 　いなかった。私が自分 　トフォンを用意する。

 　勝手だった。 ★与えられた方法で香織との関係修
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・ごめんなさい。 　復のための最善の打開策を考え，

 　役割演技をすることができたか。

　（ワークシート・役割演技）

 終末 ６　本時の活動を振り 〇携帯電話やスマホを使 ・情報通信機器の使用の在り方につ

　(５分) 　返る。 　用する時に相手への思 　いて考えたことについて，板書を

 　いやりの気　持ちを忘 　参考に確認する。

　れてはいけない。 ★相手に対する思いやりを大切にし

　ながら情報通信機器を適切に使お

 　うとする意欲が高まったか。

　（ワークシート）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(８)他の教育活動との関連 

　　特別活動の「思いやりの気持ちを育てよう」では，クラスの仲間と，建設的なコミュニケーショ

　ンをとる方法について学ぶ。またあらゆる教科の話し合い活動を通じて，友達の話を傾聴し，それ

　を踏まえた上で，自分の考えを主張する習慣を身につける。 

　　更に，国語の伝え合う力を高め，言語感覚を豊かにすることで，相手の立場や考えを尊重し感性

　や情操を豊かにし，望ましい人間関係を作る力を養う，という点で関連深い。 
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（９）ワークシート 

 

 



問題解決的な学習を取り入れた授業例 

中学校 指導案 

（１）主題名 

   「支え合う喜び」（個々の違いを受けとめ，友達とのつながりを喜ぶ） 

   互いに認め合い，広い心を B 相互理解，寛容 

（２）教材名 

   「みんなで描く心の色」 （出典「千葉県道徳教育映像教材」千葉県教育委員会） 

（３）「考え，議論する道徳」の授業としての工夫 

問題解決的な学習を通して，道徳的課題に気付かせ，「自分はどう考えるか，自分の周囲の人々 

はどう考えているのか」という議論から生徒自身の道徳的心情や判断力を高めさせる。ワークシー 

トに「考えの変容」が見えるようにすることも工夫の一つである。また，多様な考えや意見を聴き 

合うために，４～６人程度のグループで議論することが効果的である。その際，生徒の実態や人間 

関係を踏まえながらグループを編成し，実践する。 

（４）主題設定の理由 

      本主題は，千葉県道徳教育の指針にある，「『支え合う喜び』-思いやりある態度をもち，行動する， 

周りの人との信頼関係を築く」に関連している。人間の考え方や言動，更には育っている環境など 

は皆同じではない。それぞれの考えなどに対し，自分という一つの視点からしか物事を見ることが 

できない場合，時にそれは人を傷つけてしまったり，信頼関係を築く上での壁になったりしてしま 

う。相手の立場という視点をもち，他者に学ぶことが大切である。同時に，中学生年代においては， 

「自分の意見や考えを発信する」ことが相互に理解し，信頼を築く上での鍵となる。 

 小学校年代から中学校年代への生徒の環境的な変化として，仲間を中心とした，より多くの人々 

との出会いがある。自分の考えや言動がその新たな出会いの中で，どのように感じられるのかを客 

観的にみることができる。互いの考えや意見を聴き合う習慣をつけた上で，自分の考えを伝える場 

を設定し，経験を積み重ねることが，ひいては同調圧力に屈しない集団をつくることにもつながる。 

自分の意志に背いてまでも他に合わせることは，自分を高めることにはつながらない事にも気づか 

せたい。相手の存在を認めることは，自分の個性も認められることにつながるのである。 

 本教材は，中学校現場での出来事という生徒にとって考えやすいものである。この教材について 

問題解決的な学習を用いることで，問題を発見させ，正解のない答えに向かって議論しながら解決 

策を考える。主体的に考え，議論を通して対話的に主題に迫るため，本主題を設定した。 

（５）ねらい 

   主人公理子やその周囲の人々の言動から，広い心で相互に理解し合うことの大切さについての   

考えを深め、よりよい人間関係を構築していこうとする意欲を高める。 

（６）評価の場面と方法 

   ①展開場面でのグループで議論する場面で，聴いたり，伝えたりしている様子から評価する。 

   ②振り返りの場面で，ワークシートや発言から評価する。 

   ※議論場面を可視化させるため，ワークシートに他者の意見をメモする部分を設けた。 

   ≪学習状況について≫ 

   ・問題解決を図る議論や吟味を通して，相手を認めることの大切さについて考えが深められたか。 

   ≪成長の様子について≫ 

   ・グループや全体での話し合いを通して、多面的・多角的な見方へ発展しているか。 



（７）展開   

過 程 学習活動と発問 予想される生徒の反応 支援及び指導上の留意点・評価（★） 

導 入 

（5 分） 

1 中学校入学前 

やクラス替え前

を振り返り不安

だったことや心

配していたこと

について考える。 

・違う小学校の人たちが 

一緒になるので仲良く 

なれるかが心配だっ 

た。 

・友だちが増えるのが楽 

しみだった。 

・仲良しの友達と別のク 

ラスになってしまうか 

どうか不安だった。 

・理子の当時の心境を主体的に

考えさせるために，当時を振り

返る時間を作る。 

・楽しみもあっただろうが，中 

学校入学時に不安になること

のランキングを見せ，客観的に

も自分の不安と重なる部分が

あることを感じさせる。 

展 開 

 

 

 

2 DVD で，前半 

部分を視聴する

（翔太が立ち上

がる場面まで約

11’00） 

○登場人物の確 

認をする。 

 

 

3 ≪問題発見≫

問題点について

考える。 

 

４≪補助発問≫

入学した時よ 

り理子の性格が 

暗くなったのは 

なぜだろうか。 

 

 

 

 

5 ≪補助発問≫

理子の「千葉 

デザイン展」の受

賞を聞いて，級友

はどのような気

持ちだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いじめられている？ 

・からかわれている。 

・小学校よりも暗くなっ 

てしまった。 

・翔太と仲がいいと噂さ 

れたから。 

・翔太に冷たくされてい 

るから。 

・沙織と裕香の態度も 

冷たい。 

・自然体でいられない。 

 

 

 

・ちょっと複雑・・・。 

・すごいなぁ。 

・暗い性格だと決め込ん 

でいたけれど，才能が 

あったんだ。 

・自分にはできないこと 

 できるんだ。 

・場面がわかるように登場人物

の写真を黒板に貼る。 

 

 

・生徒の発言は共感的に受容し，

映像では正確に理解できなか

った生徒のために板書は類型

化して行う。 

 

・理子の不安そうな表情に焦点

を当てる。 

 

 

・理子への共感の他に，多角的な

視点に立ち，沙織と裕香は本当

はどうしたかったいのかを想

像させたい。 

・議論は学級活動とも関連づけ，

4 人～６人とする。 

また，聴き方の確認をすること

で意思を伝えやすい雰囲気を

つくる。 

（学級活動との関連） 

・ねらいに迫るに当たって，主人

公ばかりでなく，周囲の級友の

心の動きにも目を向けさせる。 

 



展 開 

 

6 ≪中心発問≫ 

思わず立ち上 

がる理子に自分

なら何と声をか

けてあげるだろ

う。 

・理子，やってみなよ。 

これはチャンスかもし 

れないよ。 

・俺たちの学級のために 

引き受けてよ。 

・自分たちのことしか考 

えていない言い方は逆 

に傷つける。 

・無理しないで，かわい 

 そうだよね。 

・今まであんまり話した 

ことないから声をかけ 

づらい。 

・親しい人からの声かけ 

が一番いいのでは。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えをワークシートに

記入し，理由づけもする。 

・もう一度手，理子の立場，沙織

と裕香の理子への考え方や感

じ方を整理する。一面的な見方

から，多面的に物事を見る機会

を提示する。 

・グループで考えを伝え合い，議

論し，再考する。 

・多様な意見から，自分の考えに

ついて吟味させる。 

・自分だったら本当に言えるの

か，葛藤させる時間を設ける。 

・多様な考えが，全てねらいに 

せまっていることにも気づか

せる。 

★理子のおかれている立場を理

解した上で、理子にかける言葉

を考えようとしていたか。 

（観察・発表・ワークシート） 

 

終 末 

（5 分） 

7 道徳ノートに 

今日の授業の 

振り返りを書 

く。 

 

 

 

〇自己評価をす 

る。 

・近くの人の意見にあわ 

 せるだけで，今まで相 

手のことを真剣に考え 

ることがなかった。 

・相手のことを理解する 

ためには自分の考えを 

もつことが大切だ。 

・自分は周りの人たちを

認めているのだろうか

と考えた。 

 

 

・自分の生活や自分の周囲で起 

きている事象について考えさ

せるため，静かに内省する時間

をつくる。 

・自分の中に葛藤があったり，意

思を明確にできたりしたこと

に対して振りかえさせる。 

★自分の周囲にいる人たちを、広

い心で認めることの大切さに

ついて考えが深められたか。 

（ワークシート） 

 

 

（８）他の教育活動との関連 

   特別活動における，集団の課題について話し合う場面での相手の意見に耳を傾け，自分の考えを 

  発信できるようにする。また，保健体育科をはじめとする，チームワークを重視した学習等も相互 

に理解し合いながら学びを深めるという点において関連深い。 



（９）ワークシート 

 


